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1月の＜楽器であそびましょう＞のワークショップでは、たくさんの楽器で色々な音を出して楽しみました♪♬♪ 

写真は、ディズニー映画＜リトル・マーメイド＞の「アンダー・ザ・シー」の合奏のときの一コマです。 

 

幼児教育科教員スタッフ紹介 

            
                                        
 
 
 
 
 
 
 

  

 

  

 

 

  

 

 

  

お問い合わせ先 
 

本件につきまして、ご不明な点等ごさいましたら、 

下記までお問い合わせください。 

地域協働広報センター  ☎028-670-3614 

（運営：作新学院大学女子短期大学部幼児教育科） 

作新学院大学女子短期大学部幼児教育科 

〒321-3295 栃木県宇都宮市竹下町 908 

☎ 028-667-7111 FAX 028-667-7110 
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◎あおき あきひこ（幼児教育科長・環境教育）  

◎いとう あつひろ（教育学）◎つぼい まこと（社会福祉学） 

◎いのうえ おさむ（音楽教育）◎ながさわ じゅん（音楽教育） 

◎おぐり たかひろ（障害児保育）◎にしだ なおき（言語学） 

◎きしもと とものり（教育思想史）◎はなだ ちえ（美術教育） 

◎くの たかし（図書館情報）◎ふじむら みちこ（体育） 

◎したら さえこ（心理学）◎ししど りょうこ（保育学） 

楽器も赤ちゃんサイズ  どんな音がするかな？    みんなでドレミのうた体操～♪     一緒にリンリンリン     高校生もドキドキ！ 

その他 

・事前申し込みは不要（参加費無料）です。 

・学生の学びや保育学研究のため、わいわいひろばのようすの記録写真等を撮らせていただくことがあります。 

会場 

作新学院大学女子短期大学部 第３教育棟３階 模擬保育室 
（〒321-3295宇都宮市竹下町 908番地）  

※駐車場を完備しています。 

（正門にて守衛室にお声かけください） 

今後の日程 
 

平成 29年 2月 23日（木） 

平成 29年 3月 21日（火） 
10時～12時 ワークショップ「子どもの成長について話しましょう」（したら） 

10時～12時 わいわい座談会（ししど） 
（今年度の活動を振り返りながら、次年度のわいわいひろばでおこなってみたいことや 

アイデアを出し合いましょう！） 

 
※2・3月は、春期休業期間につき、学食の数に限りがありますのでご了承ください。 

１月のわいわいひろばで「ドレミのうた体操」を行いました。 
「ドはドーナツのド♪」などの歌詞に合わせて、ドはつま先、 
レは足首、ミは膝…と体の部位に手を当てていくという内容です。 
体操の様子を見て、子どもの体は柔らかいなぁ、と実感しました。 
大人にとって、膝を伸ばして座ったまま、足のつま先を手で触るのは、少し難しいかもしれません。 
みなさんもご存知の通り、大人より子どもの体は柔らかいです。体が柔らかいと怪我をしにくい、 

姿勢が良くなるなどたくさんのメリットがあります。しかし、３～５歳になると子どもの柔軟性にも差が
あらわれてきます。テレビ番組や CM の音楽に合わせて、踊ったり体を動かしたりすると、柔軟性も
向上します。親子で楽しみながら、毎日続けられると良いですね。継続は力なり！（ふじむら） 

 

色々な音に触れて     楽しみながら柔軟性アップ！ 

、 

子どもたちは音の出る物が大好き。次から次へと楽
器を試し、どんな音がするのか確かめて、それぞれお気
に入りの音を見つけていました。今回使用した楽器は、
すべて 15cm以内の小さなものばかり。子どもが持ち
やすいよう、子どもの手に合わせたサイズで作られている
のです。木製のカスタネットやギロは優しい音、金属製
の鈴やトライアングルはきれいな音、皮が張られたタンバ
リンは、太鼓の仲間なので力強い音がします。 

大人気だったのは、ハンドベル。 
音によってベルの色が違うので、 
視覚的にも楽しめるよう工夫さ 
れています。 
最後は、それぞれ好きな楽 

器をひとつ選んで、全員で「山 
の音楽家」を合奏。元気に歌 
いながら、とても素敵な演奏に 
なりました。（ながさわ） 


